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令和７年第４回定例会
・このようなことが決まりました ……
・一般質問 ………………………………

臨時会・視察・研修会 ………
議会のうごき …………………

●
●
●

Ｐ２～３
Ｐ４～９

Ｐ１０～１１
Ｐ１２

主　な　内　容

はたちの誓い　～令和７年度双葉町はたちを祝う会～はたちの誓い　～令和７年度双葉町はたちを祝う会～

再生と繁栄に願いを込めて再生と繁栄に願いを込めて
光のモニュメント（前田稲荷神社）光のモニュメント（前田稲荷神社）
再生と繁栄に願いを込めて
光のモニュメント（前田稲荷神社）



条例制定・改正条例制定・改正

　令和７年第４回議会定例会は、１２月９日から１０
日までの２日間の日程で開かれました。
　条例の制定・一部改正、契約の一部変更、協定の一部
変更、指定管理者の指定、令和７年度補正予算などの議
案が提出され、いずれも原案のとおり可決しました。
　内容は次のとおりです。

● 双葉町太陽光発電設備の適正な設置及び管理等に関する条例の制定
　自然環境、景観及び生活環境の保全はもとより、地域との調和と災害の防止を目指し事業者
による適切な太陽光発電設備の設置及び管理等を促すために必要な事項を定めるため制定

● 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
　介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、子育てを
している職員の事情に配慮しより働きやすい環境を整備するため改正

● 職員の給与に関する条例の一部改正
　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告に伴い、職員の給料表の改定を行うほか期末手当
及び勤勉手当の年間支給割合を引き上げるため改正

　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告に準じて、期末手当の年間支給割合を引き上げる
ために改正

● 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
● 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正

主な令和７年度補正予算主な令和７年度補正予算

【一般会計】

【介護保険特別会計】

・町税賦課業務及び収納業務委託料
・福島県後期高齢者医療広域連合負担金
・双葉運動公園整備に係る用地費
・双葉運動公園整備に係る補償費
・街路灯設計業務委託料
・双葉地方広域市町村圏組合負担金（消防費）
・防災備品倉庫備品購入費

・介護認定審査会運営費負担金
・施設介護サービス給付費

１,３２７,０００円
５,１３８,０００円

３６２,７９２,０００円
２０,０００,０００円
８,０００,０００円
１,４６７,０００円
４,３００,０００円

２,６９８,０００円
３７,０００,０００円

　　　　　…………………………
　　　　　　　……………………
　　　　………………………
　　　　…………………………
………………………………………
　　　　　　　　　………………
　……………………………………

　　　………………………………
　…………………………………

●公の施設
双葉町産業交流センター

株式会社　サンアメニティ
（東京都北区王子三丁目１９番７）

●指定管理者

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日
●指定管理期間

契約の一部変更契約の一部変更 協定の一部変更協定の一部変更 指定管理者の指定指定管理者の指定

●契約名 ●協定名

●契約金額 ●契約金額

西郷内橋橋梁補修工事請負契約 深谷こ線人道橋撤去工事に係る
協定

６１,７７１,６００円
６８,５８３,９００円

３０３,８９５,９００円
２８５,１３５,９８３円

変更前
変更後

変更前
変更後
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第４回
定　例　会
１２月９日～１０日

産業厚生常任委員会報告産業厚生常任委員会報告

【事　件　名】災害対策について
【出席委員】作本信一委員長、菅野博紀副委員長、小川貴永委員、高萩文孝委員
【委員会開催日】令和７年１０月１０日、１１月１４日
【調査の内容】災害対策の現状を把握するためヒアリングを実施
【調査を受けての委員会提案】
１．
２．
３．
４．
５．
６．

高台に残存する公共施設を応急的な備蓄倉庫として活用すること
災害に関する各種協定の内容を見直し、新たに物資供給協定書を締結すること
町内の教育施設に災害対策の観点からプールを設置すること
災害時を想定した防災訓練を行い、備蓄品をローリングストックすること
各備蓄倉庫の在庫管理表を職員が把握できるように掲示すること
災害時の対応をまとめた冊子を作成すること

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部 

昭
洋

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

伊
藤 

哲
雄

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

高
萩 

文
孝

岩
本 

久
人

双葉町太陽光発電設備の適正な設置及び管理等に関する条
例の制定について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部改正について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

西郷内橋橋梁補修工事請負契約の一部変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

深谷こ線人道橋撤去工事に係る協定の一部変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席
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　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事
務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただすも
のです。
　ここでは１２月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

１．
２．
今後の財源確保の取り組みについて
組織体制の強化について

議員山根 辰洋山根 辰洋【 】

１．
２．
３．
４．

トイレトレーラーの導入について
除草作業への支援について 
役場庁舎内の環境改善について
管理職職員の時間外在庁時間削減について

議員渡部 昭洋渡部 昭洋【 】

１．
２．
はたちを祝う会について
原子力損害賠償について

議員菅野 博紀菅野 博紀【 】

１．
２．
公用車におけるＥＶ導入について
公用車の運行管理体制及び運転者の管理について

議員伊藤 哲雄伊藤 哲雄【 】

１．
２．
クマ対策について
ドローンの導入について

議員小川 貴永小川 貴永【 】
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＜小川議員のその他の質問（概要）＞

動画でも視聴可能です。

質　　問：近年、福島県内ではツキノワグマの出没が相次ぎ、本町でも目撃情
報があり、復興の進展とともにクマとの遭遇リスクが高まっている
状況である。クマの生息域が拡大している要因として、温暖化によ
る生態系の変化や里山の管理不足が挙げられるが、この状況を踏ま
え、クマの生育状況調査や捕獲、誘導の協力体制を構築し、県や近
隣市町村と連携し、広域的に取り組むべきだと考えるが町の考えを
伺う。

再　質　問：電気柵やごみを荒らされないための対策、住民向けのマップの配布
や講習会の開催などの住民向けの対策について伺う。

町長答弁：町内においても断定には至っていないが、６件のクマとおぼしき目
撃情報が寄せられたことから、町の防災無線やホームページ等で注
意喚起を行ったところである。県や近隣市町村と連携した広域的な
クマ対策の構築の必要性については、非常に重要な視点であると認
識しているものの調整に時間を要するため、町としては喫緊の課題
であるハンターの確保に向けて、狩猟者団体に協力を依頼するな
ど、クマ出没時の体制構築に向けた調整を進めている。

町長答弁：電気柵やごみを荒らされないための対策もあるが音でクマを里から
下りさせない対策も効果があると聞いている。移住者の方に地域の
特性を理解していただたり、クマの特性や対策などを理解してただ
く講習会を開くことも検討していく。

クマ対策について●

除
草
や
営
農
の
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か

伺
う

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
導
入
の
必
要
性
や
運
営
支
援
に
つ
い
て

検
討
す
る

答 問
小川　貴永 議員

　

令
和
６
年
第
４
回
議
会
定

例
会
で
も
質
問
し
た
が
、
全

国
の
自
治
体
で
農
地
や
道
路

の
法
面
、
河
川
敷
な
ど
の
除

草
作
業
に
お
い
て
、
人
手
不

足
や
高
齢
化
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
ド

ロ
ー
ン
技
術
は
年
々
進
化

し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
飛
行

や
雑
草
判
別
機
能
も
実
用
化

が
進
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
は

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
肥
料
の
散

布
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
農
地
の
整
備
に
も

役
立
つ
と
考
え
る
。
ま
た
、

企
業
、
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
振
興
や
人
材

育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

● 

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て

質　

問

　

福
島
県
で
は
、
ド
ロ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
福
島
県
版
Ｘ
ｒｏ
ｓｓ（
ク
ロ

ス
）
を
公
開
し
た
り
、ド
ロ
ー

ン
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
創
出
を

支
援
す
る
た
め
、
公
募
に
よ

る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
当
町

に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
除
草
や
営
農
に
活
用
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

農
業
や
建
設
現
場
に
お
け

る
従
事
者
の
人
手
不
足
や
高

齢
化
は
、
社
会
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
課

題
解
決
へ
向
け
た
取
組
の
１

つ
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
特
に
農
業
現
場
で
は
生

町
長
答
弁

産
性
の
向
上
を
目
指
し
、
ド

ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
が

進
み
、
営
農
の
転
換
が
進
ん

で
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
ず
は
、
事
業
者
や
営

農
者
の
実
施
主
体
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
上
で
、
ド
ロ
ー

ン
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

操
業
資
格
の
取
得
や
安
全

運
行
の
確
保
な
ど
、
導
入
後

の
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
町
で
は
支
援
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

　

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援

に
関
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問

町
長
答
弁
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質　　問：町外で生活しながら帰町して除草作業を行う町民から、運搬負担や車両
不足、草の処分場所がないなどの声がある。負担軽減のため、草刈り機
や軽トラックの貸出し、処分場所整備を検討すべきと考えるが町長の考
えを伺う。

再　質　問：マウスをクリックする音や紙をめくる音が聞こえるほど静かで、相談し
ている事が担当者以外に聞こえないか心配だが、対応を伺う。

町長答弁：草刈機３台を今年度中に貸出し開始の予定。軽トラックの貸出しは令和
８年度開始で検討している。草の廃棄場所は南部衛生センターに搬入し
ていただくなど対応をお願いしたい。

町長答弁：気になる方へは必要に応じ別室へ案内し対応する。BGM導入は効果も
理解しており、検討する。

除草作業への支援について●

質　　問：役場庁舎の窓口が分かりにくい、静かすぎる、声をかけづらい等の声が
ある。適度なBGM導入等、町民対応と庁内環境の改善に向け、現状認
識と今後の対応を伺う。

町長答弁：役場庁舎に総合窓口を設置し , 速やかに窓口案内ができるよう改善した
いと考えている。庁内の環境については職員にアンケートを実施する等
改善に努める。

役場庁舎内の環境改善について●

質　　問：管理職の時間外在庁が長時間化し、健康や家庭への影響、職場の雰囲気
悪化や若手の退庁遅れを招く恐れがある。働きやすい環境づくりに向け、
町の取組と今後の対策を伺う。

町長答弁：復興業務等で負担増の中ではあるが、管理職研修を実施しマネジメント
力向上に取り組むとともに職員の確保、業務の効率化にも取り組む。

管理職職員の時間外在庁時間削減について●

動画でも視聴可能です。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
、
災
害
に
備
え
支
援
体
制
を

整
備
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う

運
用
に
人
員
が
必
要
と
な
る
支
援
で
あ
る
の
で

慎
重
に
検
討
し
た
い

答 問

＜渡部議員のその他の質問（概要）＞

渡部　昭洋 議員

　

当
町
は
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

ず
、
ト
イ
レ
・
水
・
衛
生
環
境
の
確

保
が
生
命
と
健
康
を
守
る
上
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
町
民
一
人
ひ

と
り
が
痛
感
し
た
。
昨
年
の
能
登
半

島
地
震
で
も
断
水
が
長
期
化
し
、
避

難
所
で
の
ト
イ
レ
不
足
や
衛
生
環
境

の
悪
化
が
深
刻
化
し
、
特
に
女
性
や

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
負
担
、

体
調
悪
化
や
災
害
関
連
死
の
危
険
性

も
指
摘
さ
れ
る
。
現
在
、
全
国
で
38

を
超
え
る
自
治
体
が
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
を
導
入
し
、
相
互
支
援
の
協
定

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
震
災
時
に
受

け
た
支
援
へ
の
恩
返
し
と
し
て
も
、

当
町
が
導
入
を
進
め
備
え
と
支
援
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
・
水
・

衛
生
環
境
の
確
保
の
重
要
性
は
深

く
認
識
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
は
被
災
地
の
衛
生
環
境
向
上

に
有
効
で
、
平
常
時
に
は
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
初
期
費
用
に
加
え
牽
引

車
の
確
保
、
給
水
・
汲
み
取
り
、

維
持
管
理
費
な
ど
継
続
的
な
負
担

や
稼
働
日
数
の
限
定
な
ど
課
題
も

あ
る
た
め
、
本
町
の
人
口
動
態
等

も
踏
ま
え
必
要
性
を
検
討
し
て
い

く
。
引
き
続
き
備
蓄
更
新
や
訓
練
、

避
難
所
機
能
の
充
実
、
関
係
機
関

連
携
の
強
化
を
進
め
、
支
援
も
ニ
ー

ズ
に
即
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

本
件
は
３
月
定
例
会
で
も
導
入

を
提
案
し
「
今
後
検
討
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

は
災
害
時
に
迅
速
に
衛
生
環
境
を

確
保
で
き
、
駅
前
や
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
の
常
設
で
防
災
意
識
の

発
信
に
も
な
る
。
さ
ら
に
他
地
域

災
害
時
の
派
遣
は
、
支
援
を
受
け

た
本
町
の
恩
返
し
と
し
て
最
も
効

果
的
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
現

時
点
で
想
定
す
る
支
援
の
在
り
方

を
伺
う
。

　

震
災
以
降
、
全
国
の
自
治
体
か

ら
多
大
な
支
援
を
受
け
、
現
在
も

職
員
派
遣
な
ど
継
続
し
て
い
る
。

本
町
は
復
興
途
上
で
あ
り
、
派
遣

支
援
も
今
後
し
ば
ら
く
必
要
と
考

え
て
い
る
。
職
員
不
足
が
続
く
中
、

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入
や
被
災

地
へ
の
派
遣
は
、
運
用
に
人
員
が

必
要
と
な
る
た
め
慎
重
に
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
一

方
、
支
援
を
受
け
た
町
と
し
て
恩

返
し
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

被
災
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、

町
と
し
て
可
能
な
限
り
の
支
援
に

取
り
組
む
。

● 

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

　

に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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＜伊藤議員のその他の質問（概要）＞

動画でも視聴可能です。

質　　問：公用車１台を車検が切れた状態で使用していた事案が発生した。町民
の信頼を損ねる重大な問題である。運行管理体制の見直しと再発防止
の取り組み、職員の運転免許の管理方法について伺う。

町長答弁：１１月４日、公用車１台の車検切れ使用が判明し、町民の皆様に深く
おわびする。原因は整備事業者からの通知の見落としと、データで車
検有効期限を確認していなかったこと。再発防止として、車両内・運
転日誌・管理システムに満了日を明示し、複数職員で車検スケジュー
ル確認を徹底する。免許については運転者台帳を整備し、写しの提出
を求め健康状態も把握している。

公用車の運行管理体制および運転者の管理について●

公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う

現
在
１
台
導
入
し
て
い
る
が
、
よ
り
航
続
距
離
が
長
く
パ
ワ
ー
の
あ
る

車
両
の
導
入
、
充
電
設
備
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い

答 問
伊藤　哲雄 議員

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
は

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排

出
さ
ず
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
次
世
代
自
動
車
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
当
町
に
お

い
て
も
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
、
公
用
車
に
電

気
自
動
車
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　

現
在
、
公
用
車
と
し
て
電

気
自
動
車
１
台
を
導
入
し
、

町
内
や
近
隣
市
町
村
へ
の
出

張
な
ど
、
走
行
距
離
が
比
較

的
短
い
用
途
に
活
用
し
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
双
葉
町
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ダ
ル
マ
を
車

両
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
庁
舎
正

面
玄
関
付
近
に
駐
車
す
る
こ

と
で
、
環
境
負
荷
に
配
慮
し

た
取
組
を
対
外
的
に
周
知
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

今
後
の
電
気
自
動
車
導
入

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
運
行

状
況
に
加
え
、
特
定
帰
還
居

住
区
域
の
解
除
を
見
据
え
、

町
内
で
の
活
動
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
来

年
度
当
初
予
算
へ
の
計
上
も

視
野
に
検
討
し
て
い
る
。

　

電
気
自
動
車
の
導
入
時
期

及
び
今
後
の
導
入
予
定
台
数

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
考

え
を
伺
う
。
あ
わ
せ
て
、
車

両
購
入
や
充
電
設
備
整
備
に

当
た
り
、
補
助
制
度
の
活
用

を
含
め
た
町
の
財
政
負
担
の

見
込
み
に
つ
い
て
も
伺
う
。

ま
た
、
公
用
車
の
電
気
自
動

車
化
を
優
先
的
に
進
め
る
上

で
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い

て
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

現
在
導
入
し
て
い
る
シ
ー

ポ
ッ
ド
は
航
続
距
離
に
課
題

が
あ
る
た
め
、
町
内
利
用
及

び
近
隣
自
治
体
ま
で
の
運
行

に
限
定
し
て
い
る
。
来
年
度

当
初
予
算
で
は
、
よ
り
航
続

距
離
が
長
く
、
パ
ワ
ー
の
あ

る
電
気
自
動
車
の
導
入
を
視

野
に
、
購
入
の
可
否
を
含
め

て
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
補
助
制
度
へ
の
対
応
や

充
電
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

公
用
車
を
一
気
に
電
気
自

動
車
へ
切
り
替
え
る
の
で
は

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
観
点
を
踏
ま

え
、
水
素
自
動
車
な
ど
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
車
両
も
含

め
、
町
と
し
て
の
活
用
可
能

性
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組

む
。
導
入
台
数
は
今
後
検
討

の
上
、
判
断
す
る
。

● 

公
用
車
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
導
入

に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

現在、公用車として導入している
電気自動車
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＜菅野議員のその他の質問（概要）＞

質　　問：昨年までは１月に開催していたが、なぜ今年度は９月開催となったの
か、理由を伺う。

再　質　問：９月の中途半端な時期に開催しているところがあるのか。近隣町村で
はお盆の時期に開催している。教育委員会の都合で新成人チェレンジ
事業の参加者が少ないためはたちを祝う会を同時に開催したように見
えるが、このことについて伺う。 

再々質問：９月開催では帰れない人も多いと思う。はたちを祝う会は一生に一度
である。今回こうなった理由をもう一度伺う。

教育長答弁：

教育長答弁：

教育長答弁：

避難先の式典に参加する方が多く、年を追うごとに参加者が減少して
おり、１月開催を継続すべきか、お盆を含めた夏開催にすべきかの判
断に迷っていたところ、夏休みだと参加しやすいとの声が届いたた
め、開催時期を９月として対象者にアンケートを実施し、開催に至っ
たところである。
また新成人チャレンジ事業を同時に開催しており、次年度以降の出席
者増加を見込める工夫も取り入れながら、今後も参加者のニーズを踏
まえて検討していく。

近隣町村で９月に開催しているところはないが、震災当時、対象者は
低年齢であり双葉町の思い出や記憶などの希薄化が考えられ、はたち
を祝う会への参加者は年々減少しており、大変悩んでいる。９月とい
うのは一提案として出させていただいたが、今後１人１人の意向を取
り上げられるよう、考えている。

１月開催での参加者が減少している。若い人たちにエールを送る大切
な行事と認識しており、出来るだけ双葉町に訪れる機会を与え、そう
いった工夫を今後も継続していきたい。

はたちを祝う会について●

動画でも視聴可能です。

原
子
力
損
害
賠
償
は
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
で
は
な
く

文
部
科
学
大
臣
に
要
望
し
て
は
ど
う
か

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に
も
要
望
を
継
続
し
つ
つ
、

文
部
科
学
省
に
も
交
渉
し
て
い
き
た
い

答 問
菅野　博紀 議員

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会

の
返
答
に
動
き
が
な
い
の
は
、
委

員
の
任
命
を
行
う
文
部
科
学
省
の

責
任
も
あ
る
と
思
う
。
原
賠
審
が

被
害
者
の
要
望
も
聞
か
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
今
後
は
文
部
科
学
大
臣

に
要
望
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
と

の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
大
村

会
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
日

常
生
活
阻
害
慰
謝
料
の
賠
償
期

間
に
つ
い
て
は
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
、
現
地
を
直
接
ご
覧

に
な
っ
て
被
災
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
中
間
指
針
の
見
直
し

に
向
け
て
議
論
を
尽
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
指
示
区
域
内
の
営
業

損
害
、
就
労
不
能
損
害
に
つ
い
て

の
確
実
迅
速
な
賠
償
、
指
針
の
見

直
し
に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
審
査
会
か

ら
の
回
答
は
な
い
。
ご
指
摘
の
と

お
り
文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望
も

視
野
に
入
れ
、
機
会
を
捉
え
て
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
は
国
の
言
い
な
り
な
の
か
と
思

う
。
町
民
の
話
を
聞
い
て
と
言
っ

て
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
。
今

後
は
文
部
科
学
大
臣
に
出
て
き
て

も
ら
わ
な
い
と
話
が
進
ま
な
い
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 　

原
子
力
損
賠
賠
償
紛
争
審
査
会

の
会
長
以
下
委
員
の
方
々
は
聞
き

入
れ
て
は
く
れ
る
が
指
針
と
し
て

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
不

信
感
を
覚
え
る
。
被
災
者
に
は
個

別
事
情
が
あ
り
そ
の
損
害
に
関
し

て
は
一
律
で
は
な
い
と
、
結
果
が

出
る
と
な
る
と
裁
判
し
か
な
く
、

町
と
し
て
は
毎
年
視
察
し
て
被
災

の
実
情
、
実
態
を
知
っ
て
も
ら
い

賠
償
の
か
さ
上
げ
を
目
指
し
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

原
子
力
損
賠
賠
償
紛
争
審
査
会

で
は
話
が
先
に
進
め
な
い
の
で
、

焦
点
を
文
部
科
学
省
に
変
え
て
文

部
科
学
大
臣
に
来
て
も
ら
い
町
民

の
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

 　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会

に
は
継
続
し
て
要
望
、
所
管
省
庁

の
文
部
科
学
省
に
も
町
と
し
て
交

渉
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

● 

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

再
々
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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動画でも視聴可能です。

監
査
委
員
の
総
合
審
査
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
の
財
源
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

歳
出
の
抑
制
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
新
た
な
財
源
確
保
に
努
め
な
が
ら

移
住
定
住
の
促
進
や
企
業
誘
致
に
よ
る
税
源
の
涵
養
を
は
か
る

答 問
山根　辰洋 議員

＜山根議員のその他の質問（概要）＞

質　　問：人材育成・確保基本方針の策定状況と、不適切事務処理の発生を踏まえ、
働き方改革やＤＸ導入、複数人で業務を担う体制づくりなど、組織体制
強化の現状と今後の取組を伺う。

再　質　問：組織の仕組みや働き方の文化、若手職員に裁量を持たせた育成といった
ことも考えられるがいかがか。

再々質問：業務の整理や紙文書削減など、小さな改善からＤＸを進めることも必要
だと思うがいかがか。

町長答弁：震災後の状況変化を踏まえ、職場環境整備やデジタル人材育成を含む新
たな基本方針の策定に向け情報収集を進めている。若手育成と職員の健
康管理を課題とし、管理職による業務管理と職位別研修を実施している。

町長答弁：大規模な組織改編は慎重に判断しつつ、ＤＸ導入やテレワークなど働き
方の見直しを進める。

町長答弁：決裁の省力化など事務の効率化に向けた検討を進めている。

組織体制の強化について●

　

令
和
６
年
度
双
葉
町
一
般
会
計
並

び
に
特
別
会
計
の
審
査
意
見
書
に
お

い
て
、
監
査
委
員
よ
り
、
各
事
業
の

多
く
が
国
・
県
か
ら
の
依
存
財
源
に

よ
り
執
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
５
年

程
度
で
補
助
金
等
の
削
減
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
へ
の
財
源

確
保
要
望
と
並
行
し
て
、
自
主
財
源

確
保
の
取
組
と
将
来
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
総

合
審
査
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
、
短
期
的
な
対
応
と
中
期
的
な

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

短
期
的
に
は
、
引
き
続
き
国
・
県

に
対
し
復
旧
・
復
興
事
業
に
係
る
財

源
確
保
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
各
事
業
の
目
的
や
効
果
を
よ
り

明
確
に
し
、
一
般
財
源
の
歳
出
の
抑

制
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
、ふ
る
さ
と
納

税
や
資
金
運
用
、
町
有
資
産
の
活
用

に
よ
る
新
た
な
財
源
確
保
を
進
め
て

い
く
。
中
長
期
的
に
は
、
移
住
・
定
住

の
促
進
や
企
業
誘
致
に
よ
る
税
源
の

涵
養
を
図
り
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
を
見
据
え
た
基
金
の
計
画
的
な

積
立
を
行
う
こ
と
で
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

将
来
人
口
二
千
人
規
模
を
前
提

に
、
復
興
創
生
期
間
終
了
後
を
見
据

え
、
国
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
、
交

付
金
や
財
源
を
安
定
的
に
確
保
し
て

い
く
の
か
。
町
税
を
ど
の
よ
う
に
増

や
し
て
い
く
の
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
、
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
ど
の
分
野
を
深
掘
り
し
て
い
く

の
か
。
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
公

営
施
設
の
赤
字
を
ど
の
よ
う
に
抑
制

し
て
い
く
の
か
。
職
員
数
の
減
少
を

見
据
え
、
事
務
の
効
率
化
や
広
域
連

携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
こ
の
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

 　

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本

台
帳
を
基
に
特
例
的
に
算
定
さ
れ
て

お
り
、
当
面
は
震
災
前
の
住
民
を
基

準
と
し
て
継
続
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
税
収
面
で
は
、
住
民
税
は

人
口
増
が
前
提
と
な
る
た
め
、
移
住

や
帰
還
の
促
進
が
重
要
に
な
る
。
ま

た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
・
６

号
機
関
連
施
設
に
よ
る
固
定
資
産
税

な
ど
、
一
定
の
税
収
も
期
待
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
返
礼
品
の
品
目
拡

充
や
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
赤
字
を

出
さ
な
い
運
営
を
基
本
と
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

宿
泊
施
設
化
な
ど
利
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

　

将
来
を
見
据
え
、
基
金
に
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
く
。

　

人
口
増
に
は
雇
用
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
が
、
町
内
の
既
存
事
業
者
も

含
め
、
課
題
を
ど
の
程
度
把
握
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

　

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
身
の
丈

に
合
っ
た
開
発
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
医
療
や
福
祉
の
広
域
化
も

含
め
、
ど
こ
ま
で
整
備
を
進
め
、
ど

の
程
度
の
規
模
を
目
標
と
す
る
の

か
、
町
長
の
お
考
え
を
伺
う
。

 　

人
口
を
増
や
す
こ
と
が
将
来
の
町

に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
た
め
、
帰
還
し
て
住
宅
を
再

建
さ
れ
る
方
へ
の
補
助
や
、
賃
貸
住

宅
整
備
へ
の
支
援
制
度
を
設
け
て
き

た
。
現
在
は
企
業
の
社
宅
整
備
や
民

間
ア
パ
ー
ト
建
設
も
進
み
、
一
定
の

住
居
確
保
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
復

興
産
業
拠
点
の
企
業
に
勤
め
る
多
く

の
方
が
町
外
か
ら
通
勤
し
て
お
り
、

住
民
と
し
て
定
着
し
て
も
ら
う
取
組

が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
県
立
大
野
病

院
へ
の
集
約
を
基
本
に
、
段
階
的
な

整
備
を
要
望
し
て
い
る
。
福
祉
に

つ
い
て
は
高
齢
者
対
策
を
重
視
し
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
を
整
備
し
つ

つ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
は

広
域
連
携
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

● 

今
後
の
財
源
確
保
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

質　

問

再
質
問

再
々
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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令和８年第１回議会臨時会令和８年第１回議会臨時会 １月２１日１月２１日令和８年第１回議会臨時会令和８年第１回議会臨時会 １月２１日１月２１日

契約の一部変更契約の一部変更

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部 

昭
洋

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

伊
藤 

哲
雄

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

高
萩 

文
孝

岩
本 

久
人

双葉運動公園基盤整備事業業務委託契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉駅東地区商業施設建設工事（その２）請負契約の一部
変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町慰霊碑等整備工事請負契約の一部変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席

大熊町・双葉町議会交流会大熊町・双葉町議会交流会 １月１９日１月１９日大熊町・双葉町議会交流会大熊町・双葉町議会交流会 １月１９日１月１９日

　大熊町保健センターにおいて、大熊町・双葉町議会
交流会が開催されました。
　両町議会議員がモルックやクロリティなどのニュー
スポーツ体験を通じて交流を深めるとともに、意見交
換を行いました。

主な補正予算主な補正予算（令和７年度一般会計）（令和７年度一般会計）

●物価高騰対応支援給付金事業費
●物価高対応子育て応援手当支給事業費

５７,１００,０００円

１４,６６４,０００円

　　　………

　……………

●双葉運動公園基盤整備事業業務委託契約の締結
契約の方法　随意契約

契約の金額　８,１７８,６０５,６００円
（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額　743,509,600円）

契約の相手方　
　独立行政法人都市再生機構東北震災復興支援本部
　（福島県いわき市平並木の杜２番地）

●契約名
双葉駅東地区商業施設建設工事
（その２）請負契約

●契約金額
５０６,０００,０００円
５２８,５６２,２６７円

変更前
変更後

●契約名
双葉町慰霊碑等整備工事請負契約

●契約金額
６９,８５０,０００円
７７,３８５,０００円

変更前
変更後
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中間貯蔵施設視察中間貯蔵施設視察

双葉地方町村議会議員研修会双葉地方町村議会議員研修会

１月２１日１月２１日

２月６日２月６日

中間貯蔵施設視察中間貯蔵施設視察

双葉地方町村議会議員研修会双葉地方町村議会議員研修会

１月２１日１月２１日

２月６日２月６日

　中間貯蔵施設の現状を確認するため、１月２１日に
現地視察を行いました。
　昨年３月に開所した「中間貯蔵事業情報センター」
で事業の進捗について説明を受けた後、施設内にて道
路盛土実証事業、特定廃棄物選別場、仮設焼却施設及
び仮設灰処理施設等を視察し、環境省職員と質疑応答
や意見交換を行いました。

　２月６日、双葉町産業交流センターにおいて、
双葉地方町村議会議員を対象とした研修会が行わ
れました。

○東京電力・福島第一原子力発電所事故と廃炉

　講師：原子力損害賠償・廃炉等支援機構
　　　　廃炉統括監　更田　豊志　氏

【研修内容】

議会の定例会は年４回
（３月、６月、９月、１２月）開催されます。

　傍聴もできますのでお気軽にお越しくだ
さい。

　３月定例会の日程については、３月上旬
にホームページでお知らせいたします。

【お問い合わせ先】
議会事務局　☎０２４０－３３－０３０９

　双葉町議会ホームページ
では、本会議の日程、議会
会議録（平成２３年以降）な
どを掲載しています。

議会インターネット中継も
ご覧いただけます。

中間貯蔵事業情報センター 道路盛土実証事業

仮設焼却施設・仮設灰処理施設
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議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

　

３
月
11
日
で
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
15
年
を
迎
え
ま
す
。

あ
の
当
時
を
思
い
出
し
ま
す
と
突
然
の
原

発
事
故
に
よ
り
強
制
避
難
を
強
い
ら
れ
全

国
各
地
に
町
民
が
散
り
散
り
と
な
り
ま
し

た
。
今
、
双
葉
町
は
帰
還
、
移
住
さ
れ
た

町
民
が
２
０
０
名
ほ
ど
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
桜
の
花
の
時
期
。
４
月
上
旬

以
降
、
桜
前
線
が
北
上
し
て
ま
い
り
ま

す
。
県
内
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
も

ぜ
ひ
、
前
田
川
河
川
敷
の
サ
ク
ラ
鑑
賞
に

お
出
か
け
し
ま
せ
ん
か
。

【
編
集
委
員
会
】

作
本　

信
一

委
員
長

渡
部　

昭
洋

副
委
員
長

山
根　

辰
洋

委　
　

員

小
川　

貴
永

委　
　

員

（
作
本
）

１ 

月

２ 
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

高
市
早
苗
総
理
大
臣
町
内
視
察

４
日　

 「
ふ
た
ば
、
ふ
た
た
び
☆
み
ら
い
へ
の

　
　
　

ヒ
カ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
イ
ル
ミ
ネ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
点
灯
式

９
日
〜
10
日

　
　
　

令
和
７
年
第
４
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

16
日　

双
葉
町
行
政
区
長
会
懇
親
会

   
月

12
５
日　

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
要
求
書
手
交

６
日　

双
葉
町
賀
詞
交
換
会

７
日　

双
葉
消
防
本
部
出
初
式

９
日
〜
11
日

　
　
　

第
36
回
双
葉
町
総
合
美
術
展

10
日
〜
11
日

　
　
　

令
和
７
年
度
双
葉
町
ダ
ル
マ
市

　
　
　

第
10
回
双
葉
町
民
作
品
展
覧
会

11
日　

奉
納
神
楽
大
会

　
　
　

第
35
回
双
葉
町
芸
能
発
表
会

15
日　

生
徒
海
外
派
遣
結
団
式

３
日　

双
葉
町
復
興
町
民
委
員
会

６
日　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

16
日　

 

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
保

健
衛
生
常
任
委
員
会

17
日　

 

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
消

防
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
現
地
視
察

18
日　

 

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
総

務
常
任
委
員
会

20
日　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

25
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

27
日　

 

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定

例
会

19
日　

大
熊
町
・
双
葉
町
議
会
交
流
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　

令
和
８
年
第
１
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会　

　
　
　

中
間
貯
蔵
施
設
現
地
視
察

22
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

23
日　

双
葉
町
ふ
る
さ
と
復
興
事
業
協
同
組
合

　
　
　

総
会

24
日
〜
31
日　

　
　
　

国
際
交
流
事
業
（
訪
英
）

31
日　

第
２
回
復
興
干
支
祭
り

　
　
　

標
葉
郷
騎
馬
会
新
年
会

　
　
　

浪
江
青
年
会
議
所
新
年
交
流
会

１月５日　東京電力 HD ㈱要求書手交１２月２日　高市早苗総理大臣町内視察
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